
部分多様体

空間内の曲面や曲線を調べるこ
とと同様のことを多様体に対し
て調べようとすると「ある多様
体の中にある次元の下がった多
様体（部分多様体）を調べるこ
と」になります。この「ある多
様体」を階数 の対称空間とし
て、その部分多様体の幾何学的
性質を 年から継続して研究
しています。一連の研究は書籍

で紹介されて
います。
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-対称空間

等質空間の中でも対称性の高い対称空間とい
うものがあります。この空間は、各点に対し
て点対称な空間で非常に綺麗な性質を持って
いて、これしかないというリストが作られて
います (「分類する」と言います)。これを一
般化した -対称空間という空間が考えられま
すが、 -対称空間については分類も完成され
ています。 -対称空間はより複雑な空間であ
り、 という条件の下でのみ分類がさ
れました。 ではない -対称空間の分
類についてを 年近く研究しており、最近、
ある種の分類を完成させています

。
残りの分類問題と、
これらの空間の部
分多様体の研究を
進めています。

曲がった空間（多様体）の幾何学の研究をしています。
特に等質空間が研究対象です。図形を調べるには様々な
方法があります。「三角形」というと、どのような形を
思い浮かべるでしょう。右の つはどちらも三角形です
が、各々によって思い浮かべる三角形のイメージが違い
ます。三角形の幾何的な性質を調べるにはどうしたらい
いでしょうか。実は、アフィン変換という代数的な作用
で不変な性質を調べればいいのです。このような性質を
「等質」といい、等質空間の幾何学を研究しています。
滑らかにつながっている曲線の性質を調べるときは微分が活躍します。多様
体でもこれに対応する微分（共変微分、 微分など）があり、それらを
使って（多様体の）図形の性質を調べています。

等質空間とその部分多様体の幾何学

具体的にどんな研究をしているのか
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